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研 究 主 題

人 間 と しての生 き方 についての自覚を深め、主体的に生 きる力を育て る道徳 の時間の指導

1研 究主 題設 定の理 由

現代社 会 は、情 報化社会 といわれてい る。私 たちを取 り巻 く高度 な情報化 の波 は、 これか ら

育 ちっ っあ る子供 た ちの生活 や心身 の発達 に大 きな影響 を与 えてい る。遠 くの 出来事 が身 近 の

出来事 のよ うに伝 わ る便利 さの裏で、氾濫す る多 くの情報 に振 りまわ され、方向 を見失 い主 体

性 を失 って しま うこともその一っで ある。

この高度 に進 んだ機 械文明の社会 は、最近 になって、残虐 な事件 やモ ラルの低下 を思 わせ る

ごみ投棄 、環境 問題 の多発等を生み、学校で もい じめ、登校拒否 な ど生徒 の人格形成上 の課題

を数 多 く残 した ことは周知の通 りで ある。

本来、人 は人 との関わ りの中で、人間性を養 い、豊か な人間性 を育 みその人格を形成 して い

くものであ るが、現 代の情報 化社 会 の中 にあって は、多 くの情報 が居 なが らに して得 られ るた

め、逆 に、人 と人 との関わ りを持 ちに くくし、孤立化の傾向を強 めて いる。 これ らの傾 向は、

心 の荒廃 、道徳 的価 値観 の喪失 、そ して人間性 の崩壊へ とっ なが って い くとい って も過言 で は

な い。 このよ うな状況 の中で、学 校教育、特 に道徳教育 に求 め られて い るの は、人間 として の

生 き方 にっ いての自覚 を深あ させ るとと もに、生徒一人一人 に自 らの人生 を 自 らの力 で切 り拓

いて い く力 を養 わせ る指導で あるとい うことがで きる。

中学時代 は、心身 ともに発達が著 しく、感受性 も豊か で、他 か らの影響 を受 けやす い時 期 で

あ り、他者 との連帯 も深 めなが ら、 自我意識を高 めて い く時期 で もあ る。そ して、 これまで価

値判 断を他者 に依存 して いた時期 を脱 し、 自 らの価値観で 自分 自身 の生 き方 を手 さ ぐりで捜 し

なが ら自己を確立 し、心 を育 てて いこ うとす るので ある。 この よ うな機会 を と らえて、人 間 と

しての生 き方 を考 え、 自己 と他者 との関係を望 ま しい方向 に高 あっっ 、 自らの内 によ りよ く生

きる力 を育 て るための指導、援助が重要 な課題 とな って くるのであ る。

上記 の課題 に応 え るたあに、道徳 の時間 の指導 では、人間 としての生 き方 にっ いての 自覚 を

深 め る指導 を通 して、生 徒の感受性 を育て、豊か な心 を育み、 自 らを高 あて いこ うとす る道 徳

的実践力 を育成 してい くことに主眼 を置 いて い くが、 その根底 には、常 に人 間尊重 の精神 を基

盤 と した生徒 の心 の内面の充実が必要 なのである。

以上 の理 由か ら、研究主題を 「人間 として の生 き方 にっ いて の 自覚 を深 め、主体的 に生 き る

力を育 て る道徳 の時間の指導」 と設定 した。 そ して第一分科会 は 自然 や崇高 な もの との関係 の

中で、人 間 と しての生 き方を考え るこ とに視点を置 いた内容項 目3-(1)「 畏 敬 の念」 を、第二

分科会 で は、人 間や社会 との関係 の中 で、正義 ・公正 ・公平 とい う意味 を考 え、偏見 や差 別 の

な い社会 の実現 や社 会連帯 の精神を培 うことを主眼 とした内容項 目4-(3)「 理想的 な社会 の実

現 」を それぞれ取 り上 げた。

各分科会 で は、内容項 目の と らえ方 の検討、 ア ンケー トなどによ る生徒 の実態把握、指 導 資

料 の収集 と分析 、指導過程 や指導 方法の検討等を研究授業 にお け る生徒 の反 応 も参考 に しなが

ら研 究 ・協議 し、生徒 の心 に響 く指導 の在 り方を求 めて工夫 してい くことを通 して、研究 主題

に迫 って い こうと考 えたので ある。
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ll内 容 項 目3-(1)「 畏 敬 の 念 」 につ い て の指 導(第1分 科 会)

1主 題設定 の理 由

科学技術 の進 歩や経済 の発展 によ り、私達 の回 りには ものがあふれ、生 活 はます ます豊 か

で便利 にな って きた。 しか しその反面 、機械優先 ・物質至上主義の風潮が支配的 とな り、人 々

の生 活 は 自然 と一体 とな った生活か ら徐 々に遠 のいてい く傾 向にあ る。そ して、 自然 に対 し

て横 柄 とな り、謙虚 さを忘れか けて いる。

自然 には本来 、人 間 の豊か な情操 や感性 を育み、私達 が生 き生 きと健康 的な生活 を営 む上

で、そ の役割 は計 り知れ ないほど大 きな ものが ある。歴史的 に見 て も、 日本 人 は四季折 々 の

豊 か な変化 に富 む 自然 に触れ、親 しみ、巧み に生か し、「花鳥 風月 」 に代 表 され る我 が国独

特 の文化 を築 き上 げて きた。

しか るに、現在 の 自然破壊 や自然喪失 の生活 は人 々の心 を貧 しく荒廃 させ、我 が国特 有 の

文化 や伝統 の継承 や発展を難 しい ものに して いる現状 があ る。そ してその影響 は、生徒 達 の

日常 の学校生活 の中で も多 々見受 け られ るよ うにな って きた。

人間 は、 自然 の雄 大 さ、神秘 さ、美 しさ、不思議 さ、恐 ろ しさな どに触れ る時 、心 は震 え

動 か され る。また 自然 の驚異 に圧倒 され る時、 自己の存在 の小 ささや有 限性 を肌 で感 じ、 思

わず頭 を垂 れ、素 直で敬度 な気持 ちにな り、 しば し我 を忘 れ ることす らある。 自然 と触 れ合

い、 自然 を愛 し、 自然 をあ るがままに受 け入 れ ることは、私達 の心 を育み、人 間 と して の豊

か な生 き方 に は不可欠 であ る。

昔 は日が暮 れ るまで外 で遊 びまわ り、 自然 に触 れ る機会 が多 か った。 そ して その体験 か ら

多 くの ことを学 ぶ と同時 に、心 を耕 し、豊 かに して きた。 しか しその 自然 も、開発 によ る都

市化 の進行 によ り、破壊 や汚染 が進 んでい る。今 で は遊 び場 と しての 自然 は減少 し、子 供 達

が思 い切 り自然 の中で遊 ぶ姿 は見 られな くな った。また学歴偏 重の風潮 に伴 う通塾 す る生 徒

の増加 や、人間関係 の希薄化 、テ レビゲー ムな どが、生徒 の 自然 と触れ合 う機会 の減 少 に さ

らに拍車 をか けて いる。

しか しその反面、現在 は絵画 、音楽 、彫刻 、演劇 、文芸 な どの いわゆ る芸術 の もっ美 しさ

に触 れ る機 会 は増 大 してい る。

このよ うな生 徒を と りま く社会的背景 や、柔軟 で多感 な中学生 の発達段 階を考 えた とき、

自然 と人 間 との触れ合 いの大切 さを じっくりと考 えさせ 、体験 させ ることが必要 であ る。 ま

た、芸術 な どの美 しい ものに対す る感受性 や情操 を育 て ることも極 めて重要 な ことであ る。

そのよ うな指導 、援助 を通 して、人間 の生存 に欠 かす ことので きな い豊か な恵 みを もた らす

自然 を愛 し、美 しい ものに感動す る美 的情操 を身 にっけ、人 間の力の及 ぼない 自然 や崇高 な

ものをあ りの ままに受入 れよ うとす る豊 かな心 の育成 が可能 にな って くる と考 え る。

以上 の ことか ら、第1分 科会 では、「人間 と しての生 き方 にっ いて の 自覚 を深 め、 主体 的

に生 きる力 を育 て る道徳 の時間 の指導」 と して、内容3-(1)「 自然 を愛 し、美 しい ものに感

動す る豊 かな心を もち、人 間の力 を超 えた ものに対 す る畏敬 の念を深 あ る。」 を取 り上 げ、

内容項 目の と らえ方、生徒 の実態把握 、資料 の収集 ・検討 、指導方法 や指導過程 等 の工夫 に

つ いて研 究を進 ある ことに した。
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2研 究の 内容 と方法

(1)内 容項 目3-(1)の と らえ方

内容項 目3-(1>は 、「自然 を愛 し、美 しい ものに感動す る豊 か な心 を もち、 人 間 の力 を 超

えた もの に対す る畏敬 の念を深 めるよ うにす る。」(中 学校学習指導要領 道 徳)で あ る。

中学生 の時期 に は、音楽 、絵画、映画 などの芸術作品の美 に感動 した り、親 、友人 、知 人

な どの人間の行為 や心 の美 しさに心を開 くようになる。 さ らに、感受性 が深 まると、広 く人

間社 会を と りま く、空 、山、海な どの美 しい自然 に対 して も感動す るよ うにな る。 この よ う

な時期 に、美的情操 を深 め感動 す る心 を育 て ることは、豊か な心を育て る ことにっ なが り、

人 間 と しての成長 の基盤 とな る。 しか し、現在 は人間が 自然か ら遠 のき、機械 文明 によ って

心 の歪 みや心 の荒廃 が 目立 っよ うにな った。 この ような時代だか らこそ、 自然 の中 にあ る美

しさに感動 す る心 を養 うことは大切 であ る。人間 は自然 に感動 し、人間 と自然 との関わ りを

追求 してい くと、『人 間が有 限な ものであ る』 とい うことを自覚 せ ざ るを得 な い。 この こ と

を通 して、人 間 は、人間の力 を超 えた ものを感 じとる心 が深 まって いき、 ここに人 間の力 を

超 え た ものに対 す る畏 敬の念が芽生 えて くる。 こうして人 間 は心 を豊 か に し、 自他 の生命 の

大切 さや尊 さ、人 間 と して生 きる ことのす ば らしさなどを 自覚す るよ うにな り、 とか く独 善

的 にな りが ちな 自己を反 省 し、生 きと し生 ける ものに対す る感謝 の心 、人類 愛 の心 や 自然 愛

の心 な どを身 につ けてい くので ある。

さて、人間を木 にた とえて この内容 を と らえてみ ると、 まず土 の養分 と して は、音楽 、絵

画 、映画な どの芸術作品 、家族 、友人 な

どの人 間の行 為 の美 しさ、人 の心 の美 し
尊敬

さ、 空 、 山 、海 な ど の美 しい 自然 な ど が 感謝 豊かな心

考 え られ る 。

この養分 を根 か ら幹 に吸 い取 るの で あ

るが、幹 は感 じとる心 を表わす。 これ ら

の養分 を吸 い取 り、一体化 す ると、人 間

の力 を超 え た ものを感 じるという養 分 を

得 ることがで きる。

この養 分 は、幹 の中で有 限性 の 自覚 と

い う層 に発展 し、 さ らには畏敬 の念 、豊

か な心 とい う層 に重層的 に深 ま って い く

ので あ る。

この 「豊 かな心 」 とい う層 がで きあ が

ると、 この木 は、生 きと し生 け るもの に

対 す る感謝 の心 の実 や尊敬 の心 の実、 自

然愛 の心 の実 などを付 けるので ある。

以上 述べて きた ことを構造 図 に表す と

図1の よ うになる。

行

為

有限性の

自覚

人間 の 力 を

超 えた もの

〔図1〕

目

然

人

間

の
心
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(2)生 徒 の実態 の把握 と各学年 のね らい

内容項 目3-(1)「 畏敬 の念」 にっ いて、 中学生 の実態 を把握す るたあに ア ンケー トに よ る

実態調査 を実 施 した。

ア 調査期 間 平成6年7月 上旬

イ 調査地域 千代 田、文京、板橋、江戸川、立川、青海、府中、武蔵村 山

ウ 調査人数1年 生251名 、2年 生237名 、3年 生201名 計689名

)/)

レ/)

設 問(1)「 あ な た は どん な時 に、 最 も喜 びを 感 じます か 。」

① テ ス トで 良 い点 を と った り、 わ か らな い問 題 が 解 け た と き。

② 委 員 会 や ク ラ ブ活 動 な どで 頑 張 っ た と き。

③ 他 の 人 か らほめ られ た り、 認 め られ た と き。

④ 好 きな 人 や あ こが れ て い る人 の こ とを 思 う と き。

⑤ 自然 の 中 で お もい っ き り遊 ん だ と き。

1年

2年

3年

① ② ③ ④ ⑤

この調査 で は 「感動す る心」 の前段階 の一 っ として 「喜 び」 を感 じるの はどのよ うな とき

か にっ いて調 査 した。 自分 自身 に関す ること(自 己理解① 、愛情 ④)、 学 級 や学 校 の活 動 に

関す る こと(②)、 他 の人 や 自然 に関す ること(人 間か ら③ 、 自然 か ら⑤)の5っ の答 を用

意 した。

② 、④、⑤ にっ いて は、学年 によって それ ほど差が ないよ うだが 、学年 が上 が るにっれ て

① の 自己理解 が深 まることに 「喜 び」を感 じる ものが増え、 それ にっ れて③ の他人か ら認 め

られ ることへ の喜 びが減 少傾向 にある。

設 問② 「あなたが最 も感 動す るの はどん なときですか。」

① す ば ら しい音 楽、絵 画、文学 などに出会 ったとき。

② 空、 山、海 な ど美 しい自然 と解れ合 った とき。

③ 家族、友人 など人 との触 れ合 いのなかで人間の行為や心 の美 しさを感 じたとき。

④ 新 しい生命 の誕生 に出会 った とき。

1年

2年

3年

① ② ③ ④
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この調査 で は 「喜 び」等 の感情 が発展 し、「感動 」につなが るの はどの よ うな と きかを調

べ た。 この回答 と して感動す る対象 を芸術的 な ものに対 して(①)、 自然 に対 して(②)、 人

の行為 に対 して(③)、 生命 の神秘 さに対 して(④)の4っ の内容 に した。

学年が上 が るにっれ、芸術的 な もの にっ いて は減少 し、人 の行為 に対 して はわずか で はあ

るが増加を して い る。 どの学年 も 「自然 との触れ合 い」を一番 にあげてお り、生 徒の実体 験

を通 して感動す る場面 か ら 「畏敬 の念」 へ と指導 を進 め るに は、 自然 を題材 と した もの が適

してい ると思 われ る。

設 問(3)「 あなた は自然 と人間 との関 わ りにっ いてど う考 えます か。」

① 自然 は人間 の作 った物 に比べ ると、 たい した ことはない。

② 人 間 は公園を作 った り緑を増やす努力を して いる。

③ 人間 は 自然 か ら恵 みを受 けて いる。

④ 人間 は地震 や台風 な どの前で は無力で ある。

⑤ 自然 は何万年 も続 いて いて 自然 の力 はす ごいと思 う。

① ② ③ ④ ⑤

D
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この調査 で は、「畏敬 の念 」 の対象 と して 「自然」を考 えた場合 に、「自然 と人間 の関 わり」

を どうと らえて いるか を調査 した ものであ る。その回答 と して、 自然 よ り人 間を優位 と した

もの(①)、 自然 との共存 を図 るための人間 の努力を認 めた もの(②)、 自然 か ら恩恵を受 け

て い るもの(③)、 自然 を恐 怖の対象 と考え る もの(④)、 自然 に対す る畏敬 の気持 ち(⑤)

の5っ に した。

この結果 か ら、人間優位 と考 え る生徒 はほ とん どな く自然優位 と考 え、 また、④ の よ うな

自然 に対 して破壊 的で恐怖 な もの として とらえ るのではな く、「恩 恵 」 など の良 い イ メー ジ

で と らえてい る生 徒が多 い ことがわか る。

設 問(4)あ なたは 「人間が生 きている」 とい うことにつ いて どう考 えますか。

① 自分 が生 きて いるのだか ら他 の ことは関係 ない。

② 生 きて いること自体す ごい と思 う。

③ 人 間 は他 の動植 物 によって支え られて生 きているので、他の動植物 といたわ りあっ

て い きたい。

④ 自然 がな くな った ら人間 は生 きて いけないの で、 もっと自然 を大切 に したい。

勘
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この調査 では我 々が 「生 きる」 ことと 「自然 」 とのかかわ りを ど うとらえてい るかを調 査

した もので ある。設 問 は、利 己的な考えの もの(①)、 ただ 「す ごい」 と して と らえ る もの

(②)、 他の動植物 と共存(③)、 自然優位(④)の4っ を中心 に考 えた。

利 己的 な考 え方 は少 な く、 また 「自然 との共存 」 よ りも 「自然 があ って こそ人間が生 きて

いけ る」 と考えて い る生徒 が約6割 お り、③④ あわせれば、約8割 の生徒 が、人間が生 きる

たあに は自然が必要 だ と考 えて いる。

以上 の よ うな実態把握 に基 づ き、各学年 の指導 のね らいを次の よ うに設定 した。

第1学 年 自然を愛 し、 自然 の美 しさに感動 す る豊 かな心情 を養 う。

第2学 年 自然 の美 しさや神秘 さについて関心 を深 め、人間の力を超え た ものを大切 に しよ

うとす る意 欲 を育 て る。

第3学 年 自然 と人間 のかかわ りあいにっ いて考 え、人間 が有 限な ものであ るとい う自覚 に

た って、人 間の力を超え た ものに対す る畏敬 の念 を深 あ るよ うにす る。

》))

(3)指 導方法 の工夫

① 資料選定 の観点

第1分 科会 で は、内容項 目3-(1)「 畏敬の念」 の指導 に供す る資料 を中学校指導書 道徳

編(平 成元年3月 文部 省)P59に 示 された内容 を踏 まえ る とと もに、 次 の諸点 に留意

しっっ選定 した。

ω 教 師 自身 が資料 に感動 し、心 魅かれ る内容であ る こと。

←f)生 徒が理 解 しやす く、 自分 自身の体験 や経験 と照 らして考 えやす い内容 であること。

(ウ)生 徒が道徳 的心情 や判 断力を高め る手 掛か りとなる内容 であ ること。

ω 自然や美 しい ものに感動 す る豊 かな心 、崇 高 な ものや人間 の力 を超 えた ものに対 し

て畏 敬 の念 を深 めてゆ くことへの意識付 けの契機 となる内容 であ ること。

以上 の観点 にた って資料 を収集 し、検討 した結 果、文部省 道徳教育推進 指導資料(指

導 の手 引 き)3所 収 の 「小雪 と椎 の木」 を選定 した。

② 授業 の構 想

内容項 目3-(1>は 、「主 と して 自然や崇高 な ものとのかか わ りに関 す る こと」 の中 に示

されて いる項 目で あ る。人 間が長 い歴史 を築 き上 げて きた中で、 自然 の美 しさを感 じる心

や自然 と親 しむ気持 ちが私達 の生活 を豊 かに して きた といえ よ う。 しか し、社 会が大 き く

変化 して きて いる現代 のなかで、中学生 が十分 自然 に接 して いるか ど うか 、疑 問があ る。
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文 明社会 の中で人 々が 自然か ら遠の いて いるとすれば、自然が今までと変わ らず美 しくあっ

て も、見 る人 の心 自体が感 じることがで きな くなって しま うだ ろ う。指導書 によれば 「人

間 と して の生 き方 を考 え、 自然 との関わ りを追 求 して いけば、人間 は有 限な ものであ る、

とい うことを認 めないわ けにはいか ない。 この ことを通 して、人間 の力 を超 え た ものを素

直 に感 じとる心 が深 ま り、 ここに人間の力を超 え た ものに対す る畏敬 の念 が芽生 えて くる

であろ う。」 と、 ある。

生 徒の実態 や内容項 目を検討 した結果、人 と自然 とが大 きな関係 を持 って いる ことを生

徒 に理 解 させ 、 さらに は、その 自然が大 きな力 を持 って いることを生徒 が感 じとる ことが

で きるよ うに授業 を展 開 してゆ くことが重要 にな って くることが明 らかにな った。

③ 資料の提示及 び指導 の工夫

資料 を検討 してい く過程 で、資料 の根底 に流 れて いる自然 と人間 との一体感 を生徒 に理

解 させ る指導 を どのよ うに展開す るか とい うことが議論 とな った。 それ は、 自然 と人 間 と

の一体感 が十分 理解 された上 で、 自然 の大 きな力 を感 じることがで きると考 えたか らで あ

る。 そのたあ内容 の読み とりに時間 がかか る ことを考慮 し、授業 は二 時間扱 い と した。

第一時 は、画 用紙 に一枚絵(場 面 の絵)を 描かせ、感想 を発表 しあ うことで資料理 解 を

深 あ させ た。第二 時 にはテープに吹 き込んだ資料 を読 み聞か せなが ら絵 を提示す るこ とと

した。家族愛 に引 きっ け られ る生徒が多 いと感 じたので、ね らいを しっか り設定 し発 問 も

十分 吟味す る必要 があ ると考 えた。

㈲ 導 入

教 師 の作成 した テープを聞かせなが ら一枚絵を提示 した。生徒 自身 が描 いた絵 で あ

るので、感情移入 が しやすか った ようであ る。

ω 展 開

主 人公の気持 ちや周 囲の 自然 を生徒 が感 じとることがで きるよ うに発 問 した。生 徒

の気持 ちや思 いを多 く聞 き合 え るよ うに工夫 し、お互 いの考 えを深 め ることがで き る

よ うに配慮 した。

(ウ〉 終末

ここまで発表 した ことを ま とめなが ら、一人一人 の考 えや受 け取 り方 が違 うこ とを

説明 し文章 にまとめさせ た。

④ 資料 の内容

本資料 は、小 雪 とい う少女が祖父 の死 に際 し心 を沈 ませ るが、椎 の木の大木 や杉 の木 の

精 に勇気付 け られ、生 きる力、以前 の明 るさを取 り戻す とい う物語 であ る。

民話風 の物語 を通 して、 自然の中で生 き生 きと生 活す る小雪 の姿、祖父 の死 に際 して、

「私 もお じい さんの所へ行 きたい」 と、悲 しむ小雪 の姿 が しっか り と描 かれ 、読 む者 の心

を引 き込 んで ゆ く。

心 を沈 ませ、ふ さ ぎ込 む小雪 に対 して、「そん なに嘆 いてばか りいた ら、 権三 じい さん

が悲 しむよ。」 と、論 す ように話 しか ける椎の木の言 葉で元気 を取 り戻 して ゆ く小 雪 の姿

を生徒 は十分 感 じる ことがで きるであろ う。

一8一
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〔あ らす じ〕

あ る山深 い里 に小雪 とい う少女 が住 んでい る。小雪 は杉 の木 の精 や椎 の木 と話す ことが

で きる。毎 日、山 で下草刈 りに精 をだ し、祖父 と二人 で楽 しく暮 ら して いた。

ところが、祖父 が急死す る。小雪 は、嘆 き、悲 しむ。そんな とき、山の椎の木 はや さ し

く話 しか ける。 しば らくして、元気 にな った小雪 の心 のなかには、以 前 に も増 して椎 の木

が大 きな存 在 とな って いる。

(4)指 導事例(第2学 年)

① 主題名 畏敬 の念(内 容項 目3-(1))

② 資料名 「小雪 と椎 の木」

文 部省 道徳教育推進指導 資料(指 導 の手 引 き)3所 収

③ 主題設定 の理 由

人間 が文 明を築 く上で、失 って しま った ものが数多 くあ る。普段 その ことに気付 かず、

便利 さばか りを追 い求 めて しま って いる。 この地球 が、私 たちを含 あた多 くの生命 や輝 き

に満 ちあふれ るたあには、人間 は独善 的であ って はな らない し、謙虚 にな らなければ な ら

ないだろ う。 さ らには、動物、植物、全 ての生命 をかけがえのない もの と して とらえ、 自

然を愛す る心 や人間 の力 を超 えた ものに対 して神秘 さを感 じとる心 が必要で ある と考 え、

本主題 を設 定 した。

④ ね らい

自然 や美 しい もの に感動す る豊か な心 を持 ち、崇高 な ものや人 間の力 を超 え た もの に対

して畏敬 の念 を深 めさせ たい。

⑤ 指導過程

指導の流れと主 な発問 期待される生徒の反応 指導上の留意点

1録 音 して おいた資料 を ○ 第1時 よ りも深 く考 えて い ○ 村 に住んでいる人々
導

聞 かせ導 入 とす る る 。 に な った っ も りで 考

一枚絵 の提 示 え させ た い。

入 (資 料理 解) (感情移入)

2資 料 に即 して考 え る。 ○ 小雪 の周 りを取 り

展
① 小雪 に とって、小鳥 達 ○ 心 の拠 り所 と して い る。 囲んで い る様子 。 自

や椎 の木 は どんな存在 だ ○ 周 りを取 り囲 んでい る。 然 との一体感 を感 じ

と思 い ます か 。 ○ 暮 らしを見守 って くれて い させ た い 。

る 。

○ とて も大 きな存在 だ。

② 椎 の木が諭 してい るこ ○ 椎 の木 も弱 って きた。 ○ 自然を も含 め どん

開 とはどん な ことだ と思 い ○ 命 はいずれ は終 わ るもの で な もの で も命 に は限

ます か 。 あ る 。 りが あ る こ と。 有 限
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○ 自然 とい うものに も命 が あ 性 にっ いて考 え させ る。

(周 囲の生 徒 と話 し合 って る 。

展
みて もよい) ○ 人間の力を超えた

③(三 年 後 の)小 雪 の心 ○ 励 ま して も らっ た。 大 きな力が存在す る

の中に新 しく生 まれて き ○ 包 ん で くれ て い る。 こ と。 そ の 力 を 感 じ

開
た もの はな んで しょうか 。 ○ 自然 か ら愛 されて いる。 る こ とが で き る よ う

○ 自然 か ら勇気づ け られ て い 考 え させ る。

る 。

3自 分 の感 じ方 や考え を ○ 自然 があ るか ら人 間 も生 き ○ 小雪 のよ うに自然

ワ ー ク シ ー トに 記 入 し 、 て行 く こ とが で き る。 か ら受 けて いる影響

終 ま と め とす る 。 を と らえ させ る。 自

○ この資料を通 して感 じ ○ 自然 の凄 さなど、人 間 の力 分 の周囲 に 目を向 け

た ことや考 えた ことを ま を超 えて い る もの が あ る。 させ た い 。

とめ て み ま し ょ う。

末
(ワ ー ク シ ー ト)

(時 間 に よ って は

発表 させ る)

鋤

⑥ 評価 の観点

㈲ 自然 や美 しい もの に感動す る豊か な心を持 ち、崇高 な ものや人 間の力 を超 えた もの

に対 して畏敬 の念 を深 め させ ることがで きたか。

(■)2時 間扱 いに した こと、絵を描 かせ た こと、テープを利用 したことが、効果的であっ

たか。

⑦ 授 業の概要 および研究協議 会の まとめ

教 師が音読 したテープを流 しなが ら、生徒の描 いた絵 を提示 した。2時 間扱 いのため、

資料 の内容 は理解 で きていた と推 測で きる。

(力 自評

・「畏敬 の念」 を深 めるためには、 自然 の力 を大 きい と感 じる こと、 人 間 は 自然 か ら

大 きな力 を受 けて いるんだ とい うことを、理解 させ ることが重 要で ある と感 じた。

・授業中 はず っと生徒 の描 いた一枚絵を張 って いたのでそれを見 なが ら発表 で き、 生

徒 は発表 しやすか った よ うで ある。

・生徒 の意見 の取 り上 げ方を今後の課題 と したい。

(イ)研 究協議 およ び改善 点

・生徒 の中か らね らいにかかわ る発言 やいきいきと した発言 がた くさんでて良か った。

・ね らいにかかわ る発言を さ らに深 ある発問がで きれば良 か った。

・ま とめの中 に教 師の言葉を入れて行 って も良か ったので はないか。

・発問 の③ 「小雪 の心 の中 に新 しく生 まれて きた ものはなん で し ょうか 。」 が わか り

e))))1"
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に くか ったので検討 の余地が ある。

研究協議 を通 して以上 のよ うな意 見がで た。

⑧ 生 徒の反応(抜 粋)

○ 小雪 はお祖父 さんが死 んで しまって とて も悲 しんだ けれど も、椎 の木 に支え られて い

ることに気付 いた と思 う。 ・・中略 ・・小雪 はとて も感謝 して いる と思 う。(女 子)

0椎 の木が優 し く語 りか けて くれ る場 面が、 とて もあたたか い物語 だ と思 った。小 雪 が

死 ぬ まで元気 で い られ るようにと願 いを込 めて いる椎 の木 の気持 ちが、 ゆっ くり読 ん で

い くと分か る と思 う。(男 子)

0小 雪 は、 お祖父 さんを失 って しまった けれ ど、その こ とによ って成長 したのでは ない

か と思 う。権三 じい さんの死 はむだで はなか ったと思 う。(女 子)

○ 小雪 は、生 きてい く強 さや大切 さを椎 の木 に教 え られ たか ら生 きて い く希望を持 ち続

け ることが で きたんだ と思 います。また、椎 の木が言 いたか った こ とは、 「人間 は永遠

の もので はないけれど、人 の想 い はず っと続 くものだ。」 とい うこ とで はな いで し ょう

か。(女 子)

⑨ 考察

本授業 を通 して、人間 と自然 にかかわ る生徒 の意識 の段階 は、次の よ うにな って い る と

考 えた。

ア)人 間が普段気付かず過 ご してい る中に、 自然 か ら受 ける恩恵 、眼 には見 えな い力 の

存在 があ る ことを感 じてい くこと。(人 間の力を超 えた ものを感 じとる力)

イ)人 間の力 はに限 りがあ ることに気付 くこと。(有 限性 の自覚)

ウ)自 然 は素晴 らしい と心 の中に湧 き上 が って くるな ど、 自然の中 で生 きてい ると感 じ

ること。(自 然 との一 体感)

エ)感 じとった内容が心 の糧 とな り、心 を耕す もととな ること。(豊 かな心)

この授業 を通 して感 じる ことは、 自然 に対 してその人の生 き方や実体験 が大 き く関与 し

て いる とい うことで ある。 ま った く自然 とかかわ っていな いとい う人間 は存在 しな い と言

え るだろ う。 ところが、 日頃自然 とかか わ ってい ることに気付 かず に過 ごしてい る人 間 も

多 くな って きて いる。 したが って、 日常活動 の中で、どれだ け多 く自然 とかかわ るか を感

じる ことが、豊 かな心 を築 き上 げて い く基盤 とな ってい くと考 え られ る。

生 徒の感想 を求め てみ ると、椎 の木 に代表 される自然 が、大 きな力を持 ってい るとい う

ことを生徒 は感 じとることがで きたと考 える。 しか しなが ら、 さ らに一歩踏 み込 んで、 畏

敬 の念へ と結 び付 ける段 階 まで は指導を深 める ことが で きなか った。

今後 の研究 の中で、畏 敬 の念へ の指導 の結 び付 け方 、深 め方 な どを よ り実証 的に検 討 し

て いきたい と考 え る。

3ま とめ

一般 的 に豊 かな感受性 が育 ち
、人生を よ り豊か に生 きてい こうとす る自覚 も高 ま って くる

中学生 の この時期 に、内容 項 目3-(1>「 自然 を愛 し、美 しい ものに感 動す る豊か な心 を もち、

人 間の力 を超 えた ものに対 す る畏敬の念を深 めるよ うにす る。」 にっ いて指 導 す るこ とは、
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きわめて重要 であ ると考え、 この内容項 目の とらえ方、指導 の在 り方等 にっ いて研究 を進 あ

て きた。

古 来、人間 の存在 にとって 自然 は不可欠 の条件 であ り、常 にその恵 みの中 で生活 を営 ん で

きた経緯が あ る。人間 は、宇宙 を含 あた大 自然 の雄大 さ、悠久 な姿 にあ こがれ、人 間の力 を

超 え たその神秘 性 に畏敬 の念 を持 ち続 けて きた。古 くか ら、 日本 人 は、四季折 々の変 化 に富

んだ 自然 の恵 み に感謝 し、畏敬 の念 を深 め、 自然 との一 体感を求めて生活 して きた。 また、

一方
、 日常生 活 において は 自然 のみな らず、他人の行為 や心 の美 しさに強 く感動 した り、書

画 ・彫刻 ・工 芸 などの美術作 品や、演劇 ・音楽 ・芸能 な どの芸 術活動 のす ば ら しさに心 を打

たれ ること もしば しばあ る。 このよ うな 日常遭遇 す る自然や生 活の中で の感動 の体 験 を もと

に して、人 と しての道 は探 られ、その人 の人 とな りは形成 され るので ある。

激 しく変 化す る現代社会 に生 きる人間 は、ふ と立 ち止 ま って、 自然 との関係 や人 と人 との

か かわ りにっ いてゆ っくり考 え る時間的な余裕 に恵 まれて いるとは言 えない。 しか し、 他 人

の何気 な い心 遣 いに心 を和 ませた り、身近 な人の死 に直面 し、人間 の命 の はか なさを感 じる

こともあ る。 また、素晴 ら しい芸 術作品 に触れ たとき、驚嘆 し感動す ることさえ ある。 さ ら

に、無 限に広が る宇宙 や広大 な 自然 の前で は、人間の倭 小性を痛感せず に はい られず 、思 わ

ず ひれ伏 した くな る。 このよ うな経験 によって、人間 は限 りな く多 くの もの によ って支 え ら

れていて、それ らとのかかわ りにお いて初めて生存 し得 るこ とを知 り、 人間が有限 であ る こ

とを 自覚 す るのであ る。 この有限で あることを認識 した時、心 の中 に 自然 に生 まれ る謙 虚 な

気持 ちが、人間 を超 えた もの に対す る畏敬の念 である。人間 の有限性 を 自覚 し、人間 の力 を

超 えた崇 高 な もの に思 いを よせ る心情 ・態度 を もって生 きる ことが、よ り豊か な心 を育 成 す

る ことと深 くか かわ って くるの である。

研究 を進 めるに当た り、生 徒 にア ンケー トを行 ったと ころ、自然 に対 す るイメー ジと して

は、「人間 は恵 みを受 けて いる」「自然 によって生か されて い る」等 に回答が集中 した。また、

どのよ うな場 面 で感動 す るか とい う項 目で は、「自然 との触れ合 い」 を 挙 げ る生 徒 が どの学

年 も最 も多 か った。 この ことは、「畏敬 の念」 へ とっなげ る感動 資料 と して は、 自然 を題 材

と した ものが適 して い ることを示唆 して いる。 そ こで、十数編 の資料 を検討 した結果 、文 部

省道徳教育推 進指導 資料第3集 か ら 「小雪 と椎 の木」を選定 し、授業 を通 して深 あて きた。

本資料 の主 価値 は、 自然 との一体感、生命の有限性で ある と考 え られ るが、 ともす ると生 徒

たち は、関連 価値 であ る家族 愛の方 に目を向 けが ちで あるたあ、 この点 に留意 して、授 業 を

構成 した。

自然 との触れ合 いが減 り、他者 とのかかわ りが薄れ、様 々な生活体験 が不足 して いる生 徒

たちに道 徳 の時 間だ けの追 体験 によ って、本項 目のね らうところすべてを身 に付 けさせ る こ

とは困難 で あ る。奉 仕や 自然体験学習、飼育栽培活動等 との関連 を図 りっっ 、 日々の学級 活

動 で醸 成 され るよ りよい人間関係 の中で、生徒 の心情 に訴 えか け、教 師 も共 に考 え、感動 を

高 め る授業 を展 開す ることが大切 である。豊 かな心 は、豊 かな体験 を通 して育 まれ るが、 道

徳 の時間 に本項 目を通 し豊か な情操 を育成 してい くことは、人間 と して の生 き方 にっ いて の

自覚 を深 めるため に、 きわ めて重要 な役割 を果 たす と考 え られ る。
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皿 内容項 目4-(3)「 理想的な社会の実現」 につ いての指導(第2分 科会)

1主 題設 定の理 由

人 間 は家庭、地域、学校 ・職場 とい った様 々な集 団社会 に所属 し生活 してい る。 その集 団

社会 が よりよい ものであ ることは、誰 もが願 うことであ る。 しか し、現代社会 で は、 よ りよ

い社 会の実現 に向けて、 どれだ けの人が どれだ けの努力 を してい るといえ るだ ろ うか 。人 間

は、個 人 と しての欲求 や願望 を追 い求 め るあまりに、時 には他 人を蹴 落 と して まで も自己の

利 益 に走 って しま うことが ある。 自分 さえ良 ければ いいという考 えや、 この くらいな らか ま

わ ないだろ うといった行動、 そ して、他人へ の迷惑 はなん と も思わ ない とい った言動 が よ り

よい社会 の実現を阻止 して い るのである。 このよ うな自分本位の考 え方 を排 し、誰 に対 して

もいっ も相 手 の立場 や考 えを理解 し、お互 いに尊重す る ことを通 して、よ りよ い社会 を実現

しよ うと努 め る気持 ちが育 つよ うに指導 してい くことが重要 であ る。

現代 の中学生 は、よ りよい仲間や学級 ・学校 をつ くってい こうと、 日々その努力 を して い

る。仲 間 に気 を使 った り、学級 ・学校 のた めに自分を奮 い起 たせて、学校生活 におけ る諸 活

動 で精一杯頑 張 って いる。 しか し、時 と場合 によって は、普段 と違 った一面 を露呈 す る こ と

が ある。 まず、人 によって公正 ・公平 な態度 を変えて しま うこと もある とい うことで あ る。

親 しい仲間 に はど うして もあま くな った り、相手 によって は不正 や不公平 があ って も見逃 し

て しま った りす るので ある。 この ことは、他 の人 に対 して偏 った見方 を して いるわ けで、 不

正を許 して しま うことに もっ なが っていきかねない。次 に、 自己中心 的な考 え方 や言動 を と

りがちな ことで ある。 自分 に直接関係 のない ことに対 して は、無関心 であ った り、見て見 ぬ

ふ りをす ることがある。 また、 自分 の役割 を果 たせ ば、 あ とはお構 いな しといった傾 向 もあ

る。 この ことは、 自分 さえよければ、周 囲が どうあ って も構 わない とい う利 己心 の現 れで あ

る。 このよ うな ことで は、所属 してい る集 団社 会 はま とま らず、そ こか らは信頼関係 や思 い

や りの気持 ちなど生 ず るはずがな いのであ る。

さらに、観念 的に は物事 の善 し悪 しを判 断で きるものの、それを実践 に移す とな ると勇 気

が伴 わず に断念 して しま うことがあ る。正 義を重んず るとい うことは、正 しい ことを 自 ら積

極 的 に実践 に移 せ ることであ る。 自分が不利 になるか らとか、 自分を よ く見 せたい とい う気

持 ちで、正 しい考 えや行動 が押 しっぶ されて しまって は困 るので ある。

中学 生 の時期 は、以上述 べて きたよ うに、 自分の考えや立場 に固執す るあま りに、他 か ら

学 ぼ うとす る謙虚 さや誠実 さに欠 けて しまい、集団の中で も意見 の対立 や摩擦 を生 んで しま

いやす いのであ る。

指導 に当た って は、所属す る集団社会 の目指す ものを しっか りと認識 させ、誰 に対 して も

公正 ・公平 に接 す ると ともに、社会連帯 の精神 を もって、 あ らゆ る偏見 や差別の ない、 よ り

よい社会 の実現 に努 め るよ う指導 してい く必要 があ る。

以上 の ことか ら、第2分 科会 で は 「人 間 としての生 き方 にっいての 自覚を深 め、主体 的 に

生 き る力 を育 て る道徳 の時 間の指導」 と して、内容項 目4-(3)「 理想 的な社会 の実現」 を 取

り上 げ、内容 項 目の とらえ方 、生徒 の実態 、資料 の検討、指導方法 な どにつ いて研究 を進 め

る ことと した。
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2研 究 の内容 と方法

(1)内 容項 目4-(3>の と らえ方

内容項 目4-(3)は 、「正義 を重 ん じ、だれに対 して も公正 ・公平 に し、 社 会連 帯 の精 神 を

もっで差別 や偏見 の ないよ りよい社会 の実現 につ くす よ うに努 め る。」(中 学校学 習指導 要 領

道徳)で あ る。

この内容 に即 して、現 在 の中学生 の実態 を探 ってみ る と、社会 の しくみや社 会問題 に関心

を持 ち始 ある時期 であ り、社会 の不正や道理 に反す る ことに対 しては憤 りを感 じ、批判 的 な

気持 ちを深 めて くるので ある。 しか し、一方 において は、人 の弱点 をか らか った り、勉 強 や

運 動 の苦手 な人 をばか に した り、遊 び感覚 や安易 な考 えで差別的 な言動 を とった りす る こと

も見受 け られ る。 また、そ のよ うな場面 に出会 った時、見て見 ぬ振 りを した り、で きれ ば避

けて通 ろ うとす る消極 的な姿勢 もみ られ る。 そ して、他人 の行動 には厳 しいが、 自分 や 自分

の仲 間の ことにな ると途端 に判 断があ ま くな り、損 得を考え、 この程度 な らい いとい う考 え

をす る生 徒 も出て くるのであ る。

こ うした生徒 の状況 を生 み出す背景 と して は、生徒の考 える正義が一人よが りの ものであっ

た り、他人 よ り優位 にいた いという自分本位の考 えで あった り、 自分 の所属 す る狭 い仲 間集

団での連 帯で あ った りす ることが考 え られ る。

そ こで、一人一人 が尊重 され平等 に認 め合 い、生 きる喜 びを感 じるよ りよい社 会 の実現 に

尽 くす ような人間 を育 て るに は、狭 い仲間意識 を打破 し、不正を憎 み、偏見 ・差 別を断 固 と

して許 さず、正 しい ことを貫 く勇気 とそれを実践 す る心を育て ることが大切 であ る。

社 会か ら様 々な偏見 や差別 を排 除

したよ りよい社会 を実現 す るた めに

は、まず、心 の中 にあ る弱 い心 を払

拭 し、学 校、家庭 、地域等 の場 で、

勇気 と真理 に裏打 ち された正義 の心

を十 分養 って お く必要 があ る。

その上で、 この正義 の心 か ら生 ま

れ る感謝 ・信頼 ・共感 ・思 いや りと

いった社会連帯 の精神 と、誠実 ・平

等 を含 めた公正 ・公平 な態度を養い、

よ りよい生 き方 を求 あて積極的 に実

践 しよ うとす るた くま しい人間 を育

てて い く必要 があ る。

こ うしたた くま しい人間 の和 に基

づ く不断 の努力 に よって、社会 か ら

様 々な偏見 や差別 を排 除 したよ りよ

い社 会 は形成 されて くるので ある。

これ らの ことを構造 図 と して示 す

と図2の よ うにな る。

よりよい社ム

競
焦

社
会

零
鰭

藷

正義 鷺

〔図2〕
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(2)生 徒 の実態調査

道徳 の時 間の指 導 のね らいの設定 に役立て るため、生徒 の実態 をア ンケー トを通 して探 る

ことに した。 ア ンケー ト項 目は、「社会連帯 の精神」 に関連 す る ことが ら、生 徒 の生 きが い

や生 活感覚 が分 か ることが らなどで ある。 ここで は特 に研究主題 である 社会連帯 の精神 に関

す ることにつ いて考察 す る。

》 ⊃

1

私 は、B組 に所 属 し運 動 会 の審 判 を努 め て い ます 。 学 級 対 抗 の 得 点 種 目で は 各

ク ラ スの 力 が伯 仲 し、最 後 の リ レー で優 勝 が決 ま る と い う大 接 戦 と な りま した 。

リ レー は、 これ ま で の と こ ろ、 自分 の ク ラス で あ るB組 が トップで走 って い ます 。

しか し、 最 終 ラ ンナ ー は 、バ トンを受 け た後 、 ライ ンを越 え て トラ ッ クの 内 側 を

走 って しま い ま した。 レー ス は そ の ま まB組 が1位 で ゴ ール しま した。B組 応 援

席 で は 、 優 勝 した こと の喜 び で湧 き返 って い ます 。

質 問1:こ の 時 、 審 判 で あ るあ な た は ど う します か 。

ア 正 直 にB組 の 違 反 を報 告 す る 。

イ ク ラ スの 優 勝 の た め黙 って い る。

ウ 正 直 に言 うと、 み ん なか ら非 難 され る の で黙 って い る。

工 他 の審 判 か ら指 摘 が あ っ た ら報 告 す る。
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38%.

ル ー ル の違 反 を 正 直 に報 告 す る とい う生 徒 が、 各 学 年 で40%前 後 もお り、 正 しい こ と を

正 しい と して正 義 を 実 践 す る意 識 を も って い る と判 断 で き る。一 方 、 イ～ エ の設 問 に見 られ

る よ うに、 黙 って いて そ の ま ま済 ませ よ うとす る生 徒 が 半 数 近 くあ り、 価 値 判 断 が 自分 本 位

で あ っ た り、 自分 が 所属 す る集 団 に こだ わ る傾 向 が 見 られ る。 そ の一 面 で い け な い こ とだ と

い う気 持 ち もあ り、 「他 か ら指 摘 され た ら報 告 す る」 とい う生 徒 も学 年 が 上 が る に 従 って 増

え て い る。

質 問2:「 うそ を っ くこ と は ・ … 」 につ いて 。 「・ … 」 部 分 に あ な た の考 え

を っ な げ る と℃ た ら、 次 の ア～ エの どれ に最 も近 い です か 。

ア 理 由 は ど うあ れ 、悪 い こ とだ 。
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イ 理 由 に よ って は、 や む を得 な い こ とだ 。

ウ 理 由 に よ って は 、 うそ を っ い た ほ うが よ い場 合 もあ る。

工 人 間 の弱 い一 面 で あ り、 しか た の な い こ とだ 。

1年

ア イ ウ 工

2年

3年
雛灘糠

鑛罐
28%

　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　

ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ

〉(〉〈〉()(〉()(>36%、(〉(〉()(〉()〈 〉
＼!＼/＼!＼/＼!＼/、 ノ＼!＼/＼/＼ ノ＼!＼/＼/＼
/＼!＼/＼ ノ＼!＼!＼/＼/＼/＼/、/＼/＼!＼/＼!

24%

D

「うそは悪 い ことだ」 と考 え る生徒 は、2年 生が最 も多 く意識 が高 い と言 え る。 しか し、

3年 生 にな るとその割合が低下す る。 イ、 ウを選 び 「理 由によ っては、 うそをっ いた方 が よ

い、 あるいは、 しか たの ないこ とである。」 と考 え る生徒 が1～3年 生 のどの学年 に も60%

近 くいる。 この ことは、 ア ンケー ト項 目iの 結果 に見 られ るとお り、生徒 自身 は正義 を通 そ

う と考 えてい るが、「ガ ン告知 」の問題 にみ られ るよ うに、「患者 の気持 ちを考 えれば告 げ な

い方 がよい とす る考え方」 と 「嘘 をっ くことは悪 い ことだ」 とい うよ うに、両方 ともプ ラス

の価値 に対 峙 し、 その選択 を迫 られた ときに は、それまでの人生観 や人間 としての生 き方 に

照 ら して総合 的 に判断 してい こうとす る意識 の現 れ と推察 で きる。

2

バ スの中で乗客 の一 人に喫煙 を注意 された男 が、その注意 した乗客 に乱暴 を働

いて いる。他 の乗客 は、見て見 ぬ振 りを して いる。バ スの運転手 はたま りか ねて

バ スを交番 の前 に停車 し、警察官 に通報 したので この男 はその場 で逮捕 され た。

その後、 喫煙 を注意 した ために乱暴 された乗 客 は、「自分 が困 って い るの に、 見

て見 ぬ振 りを して いて何 もして くれ なか った」 と、警察官 に他 の乗 客を全員逮 捕

して欲 しい と頼んだ。

D

質問:電 車やバ スの中 で、いわゆ る車 内暴力 が幅 を利 かせて、不愉快 な思 いを した こ

とが ある と思 います。 ここに示 した逸話 は、非現実 的で架 空 な話 で す が、 「他

の乗客」 の立場 に立 って考 えた とき、あなた はど う思 います か。

ア

イ

ウ

工

何 もして いな い乗客を逮捕 しろとい うの はむ ち ゃくち ゃな話 だ。

タバ コを吸 った男 に注意 もせず、注意 した乗客 を助 けなか ったのは悪 い。
ぜヂ

注 意 した乗客を助 けなか ったの は悪 いが、逮捕 され るほどで はない。

注 意 した乗客 を助 けて、同 じよ うに暴力 された ら大変 なので他 の乗客 の行 為

は理 解 で き る。
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ア イ ウ 工

1年 11% 28%

2年

ハ ハ ハ ハ ハ ハ ハ ハ ハ ハ ノ　ハ ハ ハ ハ ハ ハ ハ ハ ハ ノ　ハ ノ
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.・。9。●.＼//
＼/＼/＼/＼/＼ ノ ＼!＼/＼/＼ ● ● 。9

3年

20%'

懸iiiiiiiiiiiiiiiiiii蕪iiiiiiiiiiiiiiiiiiii…薫

17% 21'%

　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ ロロロロ

ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　
ロロロ ロ

〉(〉()〈〉(〉(〉()()(〉 〈〉()56%〈)()(〉(〉()(〉(〉 〈〉()()('6=%
＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼!＼/＼/＼/＼/。.

/＼ ノ ＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼!＼/＼/＼/＼/＼!＼/＼/＼
.

ウ 「傍観 して いた乗客 は悪 いが逮捕 され るほどではない。」 という生徒が各学 年 と も50%

を超 えてい る。 また、 ア 「逮捕 しろ とい うのはむち ゃくち ゃ。」 と考 え る生 徒 が2、3年 生

で は20%近 くい る。 これ らは、理 由 と して エ 「同 じよ うに乱暴 され た ら大変 」 を選 択 した

生徒 も含 めて、正義を行 うことの重要性 はわか るが、判断基準 に別 の要素 を も含 めて考 え よ

うとす る生徒 の意 識の現れ と理解 できる。

3

バ レーボ ールの夏季大会が あ りま した。 自分 は選手 として 出かけな ければ な り

ません 。 しか し、試合時間の関係 で掃除当番 はで きません。

質 問:あ なたが選 手な ら、 どの ような気持 ちで出か けますか。

ア

イ

ウ

工

学校 の代表 と して出か けるので、掃 除がで きな くて もしか たがない。

他 の人 に掃 除 して もらってあ りがたい。

今 日掃除 をで きない分 は、明 日の掃 除当番でお返 ししよ う。

掃 除を しな くていいので得 を した。

・● 1年

2年

ア イ ウ 工

3年

微 1～鵬 ～1～1～1～1～1～1～燃1～1～1～1～1～1～1～...
×××××××××〉与ヌ%(×××××××××
××××××××××)(×××x× ×〉(××)(

・
、 糖 韓 七鴇

19%1撫 ・:・:・: 正6%

,28%

＼ハ 入ハ 入 ハ入 ハ入 入/〈
/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/

×× × ×〕27%×× ×× 〉

×× × ×× ×× × ××)

26

22% 25%

/＼/＼/＼!＼/＼/＼/＼/＼/＼/

　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　 ノ 　

◆〈××)26%× ×××
/＼ ノ＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼!
＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼/＼

●・:27%
.

イ 「あ りがた い」、 ウ 「お返 ししよ う」 と考え、感謝 の気持 ちや仲 間意識 の強 い生 徒 の割

合 は1年 生 が最高 で、2年 生 になると低下 し、3年 生 にな ると再 び増加 す る。 そ して、 どの

学年 の場合 も50%前 後 を占めてい る。「掃除 を しないで得 を した」 とい う意識 は、学 年 が上

が るに従 って増 え、感謝 の気持 ちや仲間意識が弱 くなって い くことを示 して いる。

調 査 区域:町 田 市 、 青 梅 市 、八 丈 町 、 江東 区 、 品川 区 、大 田 区 、 荒 川 区 、 足 立 区 、 台 東 区

調 査 数1年 生519人2年 生453人3年 生496人 合 計1468人

一17一



(3)各 学 年 の指 導 の ね らい

一 第1学 年 一

正 義を重 ん じ、不正 を増み、社会連 帯 の精神を もって互 いに手を携 えてよ りよ い社会 の

実現 に尽 くそ うとす る心 情を育て る。

この時期 では、社 会や集 団 の在 り方 に対 して理想を強 く求 めるよ うにな る。反面 、 自己中心

的 な考え に固執 した り、狭 い仲間意識 にと らわれが ちで ある。 そのたあ、不正 と分か って いて

も 「見て見 ぬ振 り」を して しま うことが ある。 そ こで、 この時期 の生徒 に は、 自分が常 に社 会

や集 団 とのか かわ りの中で存在す るとい うことに目を向 けさせ、 よ りよい社 会や集 団 にす る に

はど うした らよいかを考 え させ る ことが必要 である。 その上 で、自己中心 的な考 えや狭 い仲 間

意識 を排 し、す すんで不正を正す勇気を持っ ことが、集団 や社会 を発展 させ るたあに必要 な こ

とを理解 させ ることが大切で ある。

〈資料例〉 「まぼ ろ しのホーム ラン」(私 たちの生 き方S社)

一第2学 年一

D

正義 を重 ん じ、広 い視野 を持 って人間理解 を深 め、偏見や差別の ないよ りよい社 会 を築

き上 げよ うとす る意欲 を育 て る。

この時期 は、社 会の在 り方 に対 して理想を強 く求 あるだ けではな く、現在 の社 会 に対 して 矛

盾を感 じ批判す るようになる。 そ して、 その ことも正義 の実現 だ と感 じ始 め る。 しか し、 そ の

正義 は、一人 よが りの正義で あった り、 自己中心的 な ものであ った りす ることが、 しば しば見

受 け られ る。 これ は、 自己の周辺 でので きごとには、狭 い視野 や個人 的な感情 で自己中心 的 な

態度 を とった り、 自己に直接関係 ない場面 では、無関心 にな った りす ることに現 れてい る。

そ こで、 ここで は正義 を正 しく理解 し、だれに対 して も公正 ・公平 に接 し、偏見 や差 別 を も

た ないよ うに指 導す る ことが大切 であ る。

〈 資料例〉 「偏見 の厚 い氷 を破 りたい」(自 分を のばすA社)

一第3学 年 一

)

正 義を愛 し、 この世 の中の偏見や差別 を断固 と して否定 し、社会連帯 の精神 を もって 、

よ りよい社会 の実現 に積極 的に尽 くす態度を育て る。

この時期 には、次第 に社 会性 が身 につ き、社会 の仕組みが理解 で きるよ うにな って くる。 し

か し、 その仕組 み は観 念的 にと らえるだけで な く、多面的 ・多角 的に とらえ る必要 があ る。 そ

して、社会 が どうあれば対立や偏見 ・差別 がな くな り、誰 もが幸福 な生活 を送 ることがで きる

のか を考 え させた い。 さ らに、社会 に存在す る不正 ・不公平 な言動 を断固 と して否定 し、 よ り

よい社会 の実現 の ために、積極的 に努力す るた くま しい人 間を育 て ることが大切 であ る。

〈資料例〉 「兄」(G社 補 助資料)「 筆」(中 学生 の新 しい道B社)
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(4)指 導方法 の工夫

① 資料選定 の観点

第二分科 会 では、 内容項 目4-(3)「 理想 的な社会 の実現」 の指導 に供 す る資料を資 料選

定 のための基本的観点 として は、中学校指導書道徳編(平 成 元 年3月.文 部 省)P59に

示 された内容 をふ まえ るとともに次 の諸点 に留意 しっ っ選定 した。

(力 正義 が一 人 よが りな ものでな く、社会的 な ものが大切 であ ると、 と らえ る ことので き

る資料 。

ω 正 しいことを貫 く勇気 が、よ りよい社会 の実現 にっなが ることが分 か る資料。

(ウ)上 記 の ことを生徒 が自分 自身 で考 え、 自分 の問題 として とらえ ることので きる資料 。

以上 の観 点か らい くっか の資料 を収集 ・検討 した結果 、多 くの学校 の生 活の中で起 こ り

うる 「筆 」を選定 した。

② 授業 の構 想

内容項 目4-〈3)は 、「主 と して集団や社会 とのかかわ りに関 す る こと」 の中 に示 されて

い る項 目であ る。中学生 にな ると、社会 の しくみや在 り方 に理想 を求 めるよ うにな って く

る。 しか し、 それに反 して こと自分 自身 に関わ ることとな ると、 自己中心的 な考 え方 が強

くな って くる。 そ こで、本 資料 を用 いて、何事 に対 して も公正 ・公平 な態度 で もの ごと に

臨 み、偏見 や差別を許 さず 、不正 を見逃 さず、正 しい ことを貫 く勇気 と積極的 に実行 す る

心 を育 てたい。

③ 資料 の活 用及 び指導 の工夫

授業 を構想 して い く過程 で生徒 の実態 を把握す るためのアンケー トを取 り、そのアンケー

トの分析結果 を もとに資料活用 の方法を工夫 した。内容項 目4-(3)は 、正義 を重ん じ、 だ

れ に対 して も公正 ・公平 な態度 で接す るとい うことであ る。授業 を展開するに当たっては、

正 義を実現 す ることの喜 びの面 に着 目させ、生徒一人一人 がよ りよい社 会の実現 に尽 くす

ことを、生徒 自身 の生 き方 の問題 と深 くかかわ らせて考 えさせ た。また、小集 団 によ る話

し合 いを持 たせ、十 分話 し合わせ た後 に発表 させ た。 さ らに、 この項 目は、偏見 や差 別 の

な いよ りよい社 会の実 現 とい うね らい も合 わせて指導 してい く必要 があ る。

㈲ 導 入

生 徒 自身 の過去 の体験 を振 り返 らせ、その ときの気持 ちや考 え方 な ども大切 に しなが

ら資料 に入 った。

ω 展 開

主 人公 の気持 ちに触 れ なが らも、田中君の気持 ちに もスポ ッ トを当て、考え させ る よ

うに した。授業 の全体 を通 して、生 徒 の意見や考え を多 く聞 きあえ るよ うに工夫 し、生

徒 自 らの本音 とたてまえを生徒 自身 に気付かせ るよ う配慮 した。

(ウ)終 末

この資料 につ いて考 え意 見を出 し合 った後、過 去 に正 しい事 を正 しい事 として主張 し、

誰 に対 して も公正 ・公平 に しよ うと思 った事 はな いかを文書 にま とめ させた。

④ 資料 の内容

康夫 は、親友 の雄一 か ら習字道具 を借 りた。それ は、雄一 と同 じサ ッカー部 に属す る田
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中の ものであ った。田中 は、運動が あま り得意で はな く、 ど こか弱 々 しい印象 が あ った。

田中 と親 しくな った康夫が、二 人で電車で出か けたときある一つ の事件 が起 きた。 田 中

は、康夫 が子供料金 で買 った切符 と康夫 にあわせて買 った自分 の切符 を精算 所で精算 し、

不 足分を支払 って きたので あった。そん なことがあ ってか らしば らくして、 もう一っ の大

きな事件 がお こった。雄一が田中か ら借 りた習字道具 の中 に、筆 が入 って いなか った ので

あ った。怒 る雄一 に対 して、田中 は、人 に ものを借 りて平気で あるのが許 せな いと言 うの

で あ った。康夫 も田中 に習字道具を借 りて いた。 田中 の言葉 を聞 いて、康 夫の顔 か ら血 の

気 が どん どん引いて いった。

(5)指 導 事例(第3学 年)

① 主 題名 「正義」(公 正 ・公平 な態度 内容項 目4-(3))

② 資料 名 「筆j(B社 「中学生 の新 しい道2」 所収)

③ 主題設定 の理 由

私 たちは、他者 とのかかわ りにお いて生 きてお り、 よ りよい社会 の実現 に は、一人 一 人

が と もに手 を携 え築 き上 げよ うとす る連帯意識 と、公正 ・公平 な態度 が必 要 となる。 この

社 会連 帯 の精神及 び公正 ・公平 な態度の中心 は、正義を重ん じる生 き方 であ る。正義 を重

ん じるとい うことは、「見て見 ぬ振 りをす る」 とか 、「避 けて通 る」 とい うような消極 的 な

立場 で はな く、不正 を憎 み、不正 を許 さず、正 しい ことを 自 ら積極的 に実践 に移せ る よ う

でな けれ ばな らない。今 日の社 会状 況や生徒の実態を考慮 したとき、不正 や不 公平 を見逃

さず、 よりよい社会 を築 こうとす る気持 ちを育 て ることは大切で ある と考 え る。

④ ね らい

正義 を重ん じ、誰 に対 して も公正 ・公平 に し、 よりよい社会 の実現 に尽 くそ うとす る心

情 を育 て る。

⑤ 指導過 程

学習活動 ・発 問 予想 される生徒 の反応 指導上の留意点

1生 徒 の生活体験 を振 ○ 友達 か ら借 り、 先 生 に忘 ○ 忘 れ た時 に ど う

導 り返 らせ導 入 とす る。 れた ことを報告 す る。 し た か 、 ね ら い と

○ 教科書 、授 業道 具等 ○ 友達 か ら借 り、 先生 に は す る価 値 へ の 導 入

忘 れ た と き、 今 ま で ど 黙 っ て い る 。 を 図 る。

う しま した か 。 ○ 忘 れ たま ま に し、 先生 に (あ ま り深 く聞 か

は報 告す る。 ず 、 時 間 を か け な

入 ○ 忘 れた ま まに し、 先 生 に い よ うに す る。)

も黙 って い る。

展
2資 料 を読 み 、 主 人 公

「康 夫」 の気 持 ちにっ い

て考 え発表 す る。

開 (1)雄 一 か ら借 り た 習 字 ○ 又貸 しを して いた なんて (生 徒 に発 表 させ る、
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㊦)

道 具が 田中 のだ と分か っ 図 々 しい やっ だ 。 5人 位)

た と きの 、 康 夫 の 気 持 ○ 雄 一 の だ と 思 っ て い た け ○ 習字道具を借 りて

ち は ど ん な だ っ た ろ う ど 田中 の だ っ た の か 。(あ き いることに康 夫 も雄

か 。 れ た。) 一 も変 わ りな い 。

補助質問 ○ そん な に きれ い に洗 わ な ○ 雄 一へ の非難 に対

「え?お ま え の じ ゃ な くて も い い と は ひ ど い こ と し、康夫 の利 己的 な

いの か 」 言 うな 。 面 に も考 え させ たい。

(康 夫 への批 判 ・弁

護 の立 場 に分 け、考

えを深 めて いきたい。)
展

(生 徒 に発表 させ る、

7人 位)

○ こん な こ とす るな ら最 初 ○ 正 しい こ とを 行 っ

(2>駅 の 精 算 所 で 田 中 に か ら大 人 料 金 を払 って入 っ て い る人 に対 して 、

「～ 気 持 ち よ くい こうよ」 た方 が よ か った 。 自分の立場や損得 か

と言 わ れ 、 康 夫 が な ん ○ や っぱ り、 ま ず い こ と を ら素直 に認 あ られ ず

と も言 え な い気 持 ち に した な あ 。 不満 を持 ちが ち な生

な っ た の は ど う して だ Oう ま くい っ た の に 、 わ ざ 徒 自身 の心 を 問 うよ

ろ う 。 わ ざ払 うこ と無 い の に 。 うに した い。

○ こいっ小心物 だな。

○ 真面 目な奴 だな。

○ 裏切 り者だ。

○ い い子 ぶ って 。

○ 偉 い な あ。

○ 間 違 っ た こ と を して は い (生 徒に発表 させ る、

(3)顔 か ら血 の気 が どん け な い と い う こ と を は っ き 10人 位)

ど ん 引 い て い っ た と き り と教 え られ た 。 ○ 生徒の多様 な反応

開
の康 夫 の気 持 ち は、 ど が得 られ るよ うに し

ん な だ った ろ う。 た い 。

○ 田中の正義を重ん

補助質問 じる言 動 につ い て 、

言 わ れ た の は雄 一 な 康夫の立場か ら考え

の に な ぜ血 の 気 が 引 い させ て い き た い。

て しま った の だ ろ う。 ○ 不正 を見逃 さず 、

公 正 ・公 平 に しよ う

とす る人間 と して の

心 を感 じと らせ た い。

3正 し い こ と を 正 し い ○ 生徒 に これ まで の
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こ と と して 主 張 し、 誰 の経験 や体験 を通

に で も公 正 ・公 平 に し して感 じた こ と を

よ う と 思 っ た 経 験 に つ 書 か せ る。

終 い て 発 表 し合 う。

○ 正 しい こ とを正 しい ○ バ ス に乗 ろ う と し た 時 、 ○ 自分 に も不 正 を

こ と と 主 張 し 、 誰 に で 割 り込 みをす る人 が い た 。 許 さ な い心 が あ る

も公 正 ・公 平 に し よ う 何 もで きな か った け ど注 意 こ とを 感 得 さ せ た

末 と思 っ た こ と は な い だ した人が いて、気持 ちがすっ いo

ろ うか 。 そ の 内 容 と そ き り し た 。

の時 の気 持 ちを 文 章 に

し発 表 して み よ う。

⑥ 評 価の観点

生徒 が書 いた文章 の内容 に正義 を重 ん じこれを守 り、不正を不正 と して敢然 と退 け る心

情 が含 まれて いるか 。

⑦ 生徒 の感想 カー ドか ら

○ 悪 い ことを 「悪 い」 と言 うときにす ごく勇気 のい ることだ と思 う。 だけど、学校 で清

掃 してい るときに、 いろいろな理 由を言 ってさぼ ってた りした人が いた。勇気 をだ してっ

て いうか、友達だ ったか ら、遠慮せ ずに注意 す ると、結構素 直に聞 いて くれたので悪 い

ことがあた りまえ にな って しま う前 に きちん と注意 した ほうが、 こっち も気分 が よ くな

る し、相手 は悪 い ことしたな って ことを気付 いて くれ ると思 うので、自分 の気持 ちはは っ

きり言 った ほうが良 い と思 う。(男 子)

○ 友達 と一 緒 にいる とき、悪 い ことだか らやあよ うと言 うことがで きな くって 、誘 わ れ

るままにち ょっと した ことを して しま った ことが、小学校 の とき何 度か あ りま した。 悪

い ことと分 か って いなが ら、断 ることがで きないでや って しま った時、本当 にいや な気

持 ちで した。 ど うしよ うど うしよ うと思 って、なん だか息 がっま って しまいます 。 そん

な時 、「やめよ う」 と、一 言 い うことがで きれば と思 います。 中学生 に な ってか らは、

そ うい うことはよ くない と1・2回 だけ ど言 えた ことはあ ります。そん な時 はなん だか

とて も気持 ちのいい ものです。(女 子)

⑧ 考察

本授業 を通 じて、正義 を重 ん じだれに対 して も公正 ・公平 に し、厳 然 と退 け る心情 と偏

見 ・差別 のな いよ りよい社会 を築 き上 げよ うとす る意欲 を育 て るね らいが あ った。上 記 ⑦

の感想 に見 られ るよ うに正義 を貫 く考 え方 や態度 は、あ る程度深 まり達成 で きた と考 え ら

れ る。 しか し、偏見 ・差別 のないよ りよい社 会を築 くとい う社 会連 帯 の精神 まで は本授 業

において感 じさせ るところまで結 びっけ られなか った。 この内容 に気付 かせ考 え させ るだ

あに は、 もう少 し発問 の工夫 や補助 資料 などを活用す る必要 があ ったの ではないか と思 わ

れ る。また、 この授業 を通 して深 ま った考 え方 が定着 し、今後道徳 的実践力 とな り、生 き

て働 く力 にな るか が課題 であ る。
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3ま とめ

第2分 科会 で は、内容項 目4-(3)「 正義を重ん じ、だれ に対 して も公正 ・公平 に し、 社 会

連帯 の精神 を もって差別 や偏見の ないよりよい社会の実現 に尽 くす よ うに努 あ る。」 につ い

て研 究を進 めて きた。

人 は、常 に社会 的な存在 であ り、その社 会の中で よりよ く生 きて い こうと努力 して いる。

しか し、全て の人 が平等 で、何の差別 もな く、社 会連帯 の精神 に基づ く理想 的な社会 はな か

なか実現 されず 、悩 み苦 しむ人 も多 い。それ は、人が社会的な存在であ りなが ら、自我を もっ

た主体 的存在 で もあ るためであ る。人 が他 の人 と対 峙 した とき、少なか らず優越感や自負心、

劣等感 や嫉妬 心を もつ。 それは人 が持 っ、人 よ り優 れたい、社会 的によ り認 め られたい と思

う気持 ち、す なわ ちよ りよ く生 きよ うとす る人間本来 の切 な る欲求 によ る もので ある。人 は

この本能 によ って創意工夫を繰 り返 し、様 々な文明 や文化 を築 いて きた。 しか し、 この本能

が歪んで現 れた ときには、人を蹴落 と して まで も自分を優位 に位置づ けよ うとす る意識 や行

為 、偏見か ら生 じる差別 や不公平が起 きる。 よって この問題 は、人間 の本能 という根源 的 な

ところか ら生 じてお り、私 た ち人間の普 遍的 な課題 であ ると言え る。

中学生 の現実 を見 て も、広 い視野 で世 界を見 る目が養われ、社会の不正 や、不条理 に対 し

て憤 りを感 じ理想的 な社会 を望 む反面 、 自分 に身近 な集 団の人闇関係の中 では様 々な不 公 平

や差別的 な態度 を容認 して しま ってい る面 がみ られる。そのよ うな生 徒の実態を と らえ る た

あ に、 ア ンケー ト調 査を行 った。

調査を考察 してみ ると、現在 の中学生 は、学年が上 が るにっ れて 「社 会連帯 の精神 が薄 れ

公平 さや正義感 が弱 くな る」、 さらに 「積極 的に理想 的な社 会 を築 いて い こう とす る勇 気 や

実践 力 も弱 い」 な どの実 態が あることが分か った。そ して その根底 に は、 自分 本位 であ った

り、 自分 が所属 してい る集 団への狭 い仲間意識 が強 くある こと も分 か った。

この ような調査結果 か ら、各学年 のね らいを定 め資料の活用を工夫 した。資料 の選定 に当

た って は、生徒 の生活 で起 こりがちな場面設定 がな されて いて、生徒 が 自分 の生 活を重 ね て

ね らいにっ いて考 え られ るものや、深 く社 会に現存 す る偏見や差別 にっ いて考 え ることの で

きるものを取 り上 げる ことに した。 これ らの資料 を通 して、社 会を構成す る一人一 人が全 て

尊重 され平等 に認 め合 い、生 きる喜 びを感 じる社会 の実現 に尽 くす よ うな正義 に裏打 ち され

た道徳的実践力 を身 にっ けさせ るため、指導 の方法 にっいて授業 を通 して深 めた。

内容項 目4-(3)は 、「主 と して集 団や社会 に関す ること」 とい う視 点 に含 まれ る内容 の基

本 の一 つ に位置 づけ られ ると考え た。全て の偏見や差別を打破 し、誰 もが正 しいとす る正義

を成員 が連帯感 を持 って推進 したな らば、公正 ・公平 な人間関係 で結 ばれた理想 的 な社 会 が

成立 す る。 このよ うな社 会な らば、成員一人一 人がお互 いに役割 と責任 を果 た し、権利 を行

使 し、義務 を果 した上 で、他者 への奉仕の心 を次 第 に花開かせ、家庭、学校 、地域 社会、 自

国 しいて は世 界 の平和 と人類 の幸福 に貢献 してい くことにっなが って い くと考 え る。 また、

項 目の内容 も、全体的 に一っ の価値 と言 え るが、正義 、公正 ・公平 、偏見 ・差別 、社 会連 帯

の精神 と、全 ての内容 を網羅 した指導 は難 しく、今後 の研究 の課題 にな った。

さ らに、「真理」を主題 と した1-(4>の 項 目や 、「人 間愛 」 を主題 と した2-(2)の 項 目、

「生命尊重」 を主 題 に した3一 ② の項 目ともあわせて考 え る必 要を感 じた。
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IVま とめ と今後 の課 題

二十世 紀か ら二十一世 紀へ向 けて、今 の物質社会 は更 に進ん でい くであろ うと予想 され る。

そん な中で、万物 の霊長 と しての人間 が、 その尊厳 を守 って い くためには、豊 か な心 を育 て、

人間 が人間 らしく生 きて い くことが大切 である。中学生 とい う時期 は、自我 を確立 し、 自己の

生 き方 を模 索 しなが ら、多 くの もの を吸収 して い く時期 である。 そん な時期 だか らこそ、豊 か

な心 を育 て、人間 と して の生 き方へ の自覚 を深 め、主体性を育 ててい くことの意義 は大 きい と

言 え る。

本年度 は、第一分科 会が内容項 目3-(1)「 畏 敬の念」を、第二分科会 が内容項 目4-(3)「 理

想的 な社 会の実現」 を取 り上 げた。そ して、それぞれ研 究主 題 の明確化 に努 め、道 徳の時 間 の

充実 を 目指 して研究 を進 めて きた。具体的 には、ね らいとす る価値 の内容 を分析 、整理す る と

と もに、資料 の収集及 び選定 と活 用の工 夫を行 った。 また、 ア ンケー トなどを通 して生徒 の実

態の把握 に努 め、授業研究 を通 して生徒 の実態 に即 した授業 の在 り方 にっ いて研究 を進 めた。

今回 の研究 で は、第一分科会 は、 自然 や美 しい ものに感動 す る心を通 して 、人間の力を超 え

た ものの存在 を知 る ことで、 自然 を含 めた周 囲 との関わ りの中で生 きて い く人 間の生 き方 を、

第 二分科会 で は、人間関係 や社会 との交流 の中での心 の在 り方を通 して、社会 との連 帯感 を も

っ ことで周 囲 との関 わ りの中で生 きてい く人間 の生 き方 をそれぞれ求 あて い って いる。 いず れ

に して も、人 間が人間 として生 きてい くに は、周 囲 との関連 な しで はい られ ない とい うことで

は一致 してい る。 これ を出発点 として、両分科 会で は、内容項 目の と らえ方 にっいて、深 く検

討 を加 え、結果 を構造図 と して表 した。

実態調査 は、各研究員 の所属校 で ア ンケ ー ト調 査を実施 し、 その集計結果 に考 察を加 え、各

学 年 での指導 のね らい としてま とめた。 また、資料選定 に当た って は、内容項 目の指導 にふ さ

わ しい もの、生徒 の実態 に即 した もの、また は様 々な角度 か ら多面 的 に考 え方 を深 め られ る、

親 しみやす い ものな どの観点か ら資料 を収集 し活用 した。また、研究員 による 自作 資料 もい く

っか創作 され、実 際 に授 業 も行 った。

授 業研究 と、資料 の活用方法を通 して、効果 的な授業 には、改めて 日常 生活 にお ける教 師 と

生徒 との人間関係 、信頼 関係が いか に大切 であ り、また、それを前提 と して、道徳 の授 業 が成

立 す るとい うことを再認識 した。 また同時 に、教師 による生徒理解 の大切 さや、 内容項 目を あ

らか じあ深 く理解 してお くことが いか に重要で あるか とい うことも学 んだ。 さ らには、資料 が

生徒一人 一人 にと って身近 な存 在 であること、生徒 自 らが主体的 に考 えて いけるよ うにす るに

は、教 師の体験談 を有効 的 に利 用す る こと、教師が生徒 と共 に考 え、生徒 自身 の成長 を助 けて

い く存在 であ るとい う認識 を与 え ることが大切で あるとい うことも学 んだ。

道徳 の時 間の指導 を通 して生 徒の道 徳的価 値観を形 成 し、人格 の内面的充 実を図 るだけで な

く、学校 の全教 育活動 を通 して行 われ る道徳 教育 も重要 な役割 を担 ってい る。二十一世紀 に生

きる生徒 た ちが、人間 と してのよ りよい生 き方を 自覚 し、 自 ら主体的 に生 きて い く力 をっ けて

い くには、今後 、学校 での全教育 活動 を通 して行 う道 徳教 育 の充実 を図 るとと もに、学校 ・家

庭 ・地域社会 の三位一体 の教育力 の充実 を図 って いかねばな らない。今回 の研 究で は、 まだ 十

分達成 で きなか った 「人間 としての生 き方 の 自覚 を深 め、主体的 に生 きる力 を育 て る道徳 の 時

間の指導 の工夫 」 につ いて も、 さ らに研究 を重 ねて いきた い。
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